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行田市を舞台にしたRPGアプリでクーポンを提供しませんか行田市を舞台にしたRPGアプリでクーポンを提供しませんか
　市では、市内の史跡・施設・産業などの魅力を市内外に発信するため、行田市を一つの「世界」に見立てて冒険
をするスマートフォン用RPGアプリ「言

こと
な絶

た
えそね―行田創生RPG―」を無料配信し、ゲーム内でクーポンを配

布しています。クーポンの提供事業者になってアプリ内でお店をPRしてみませんか。

▶クーポンの概要　
　・ 店頭でクーポンを提示された方へ特典やサービスを
提供していただきます。

　　 （提供クーポンの例：1,000円以上の支払いで100
円引き、注文時に○○をサービスなど）。

　・ クーポンは、RPGアプリ内に掲載します。
　・ 掲載費用は無料です。
　・ 提供できるクーポンは1事業者1種類までです。
▶主な応募条件　
　・ 市内で営業する店舗・事業者であること
　・ クーポンを提示した方へ、記載されたサービスが提
供できること

▶ 申し込み　申込書（市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を記入の上、郵送、FAX、Eメールのい
ずれかの方法または行田市電子申請・届出システムに

より、企画政策課へ提出してください。
　 【 郵 送 】 〒361―8601 行 田 市 本 丸2―5 行 田
市 企 画 政 策 課【FAX】553―1355【Eメ ー ル 】
kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
▶ その他　詳細は市ホームページ「クーポン提供事業者
募集」のページをご確認ください。
▶ 問い合わせ　同課企画政策グループ（内線308）

　市では、令和４年度から令和６年度までの３年間を計画期間とする「行田市行財政集中改革プラン2022」を
新たに策定しました。この計画には、歳入確保や歳出削減など、これまで行ってきた行財政改革の取り組みに加え、
AIなどの先端デジタル技術を活用した市民サービスの向上や業務の効率化など、新しい視点による取り組みも掲
げています。今後は本計画に基づき、新たな時代に合った「新しい市役所」の実現に向け、改革を着実に進めて
いきます。

▶計画期間　令和４年度～６年度
▶計画の管理 計画に掲げた取り組みの進ちょく状況は、市ホームページなどで公表します。
▶そ の 他　計画は、市ホームページからダウンロードできる他、市政情報コーナーでも閲覧できます。
▶問い合わせ 企画政策課行政改革グループ(内線309)

行財政集中改革プラン2022を策定しました行財政集中改革プラン2022を策定しました

　2月23日の天皇誕生日に際して、優良民間社会
福祉事業施設として、天皇陛下から御下賜金が下
賜された社会福祉法人英光会和光保育園の松田純
子理事長が、3月4日に市役所を訪れました。
　和光保育園は、昭和17年4月の開設以来、令和
4年で開設80周年を迎え、長きにわたり地域の児
童福祉の向上の貢献が認められ、このたびの御下
賜金の受領となりました。
▶問い合わせ　子ども未来課（内線257）

　3月8日、県立進修館高等学校ものづくり科の生
徒6人が市役所を訪れ、卒業製作で作成した足踏
み式アルコールスタンド20台を市に寄贈しました。
　これは、現在普及しているスタンドが大人向け
の高さであることから、コロナ禍で子供たちが使
いやすいものをと、生徒たちが試行錯誤を重ねて
設計・製作したものです。リーダーを務めた小川
友
ゆう と
翔さんは「子供たちに日々の感染対策を楽しみ

ながら意識的に取り組んでもらいたい」と思いを
語ってくれました。
　寄贈された足踏み式アルコールスタンドは、市
内の保育園や小学校で活用させていただきます。
▶ 問い合わせ　財産管理課ファシリティマネジメ
ントグループ（内線311）

　市内の私立幼稚園では、地域子ども・子育て支
援事業として各園で未就園児を対象に園庭開放や
親子教室を行っています。親子一緒に気軽に遊び
にお出掛けください。詳細は、各幼稚園へ問い合
わせください。
▶申し込み・問い合わせ　

　2月20日、地元に伝わる民話などを語り継ぐ忍
の行田の「昔ばなし」語り部の会「創立10周年
記念公演会」が開催されました。開会セレモニー
では、福島伸悦会長から市内の子どもたちに読ん
でもらいたいと、同会創立10周年を記念して発
刊された「忍の行田の昔ばなし」（全81話）150冊
が市に寄贈されました。
　寄贈された刊行物は、市内の保育園、幼稚園、小・
中学校、地域公民館および図書館へ配布しました。
▶ 問い合わせ　地域活動推進課（内線253）
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石井市長に下賜の喜びを報告する松田純子理事長（左）
石井市長に足踏み式アルコールスタンドを手渡す

進修館高校の皆さん

石井市長に目録を手渡す福島伸悦会長（左）
園　　名 所在地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―2 554―5169

富士見ケ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごうこども園 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

行財政集中改革プラン２０２２
ニューノーマル※を実現する新しい市役所へ

改革
７

歳入確保と歳出抑
制による健全財政
の堅持

改革
８

市有施設等の適正
な管理・活用

第４の柱

持続可能な
財政運営の実現

改革
５

時代や状況の変化
へ弾力的に対応す
る組織と人財づくり

改革
６

ビジネスプロセス・
リエンジニアリン
グの徹底

第３の柱

市役所風土変革による
効率的・効果的な行政運営

改革
３

民間活用による効
率的な公共サービ
スの提供

改革
４

民間や他自治体と
の協力・連携による
行政手法の多様化

第２の柱

民間活力等の
活用や協働の推進

計画では、４本の柱で掲げるゴールを達成するため、個別具体的な23の取組項目を掲げています。
※「ニューノーマル」とはNew(新しいこと）とNormal（正常、標準、常態）を合わせた造語で、Withコロナ・Afterコロナ
　の時代に求められる新しい生活様式のこと。

第１の柱

スマート自治体への
転換による市民サービスの向上

改革
１

ニューノーマルを
意識した便利な
サービス

改革
２

デジタル技術を活
用した生活に役立
つサービス


